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　私たちのまわりでは、１枚の紙から家具や

建物にいたるまで、木から生まれたものがた

くさん使われています。でも、材料となった

木が生きてきた森を想像できる人はどれだけ

いるでしょうか？　木に触っていると癒され

るとか、木は優しくて心がなごむと言われま

すが、いま、現代人の五感のなかで最も失わ

れているのが触覚なのだそうです。日本は豊

かな森林に恵まれ、大昔から木を生活のなか

で使い続けてきました。だから木に触れてい

ると、眠っていた感性が目覚めるのでし

ょう。その感覚の原点は「なつかし

さ」にもつながります。

　ここ数年「木育」という新

しい言葉が注目されるよう

になりました。木育とは「木

とふれあい、木に学び、木

と生きる」取り組みです。

それは、子どもの頃から木

を身近に使っていくことを通

じて、人と木や森との関わりを主

体的に考えられる豊かな心を育むこと

です。

　たとえば、私がデザインした色々な種類の

木のタマゴは、木材の色や重さ、木目の違い

を感じるための遊具です。生命を感じさせる

木のタマゴから、それを生んだ１本の木が過

ごした永い森の時間を「手のなかの森」のよ

うに感じてもらいたいと思っています。ナラ

は硬くて強いどんぐりの木、渋い風合いのク

ルミは果実がリスの食料にもなっていること

などを語ると、だれもが穏やかに感触を楽し

んでくれます。なかには、毎晩のようにタマ

ゴを抱いて眠る子もいるとのこと。このよう

にさまざまな木のモノに触れて「これ、良い

な～」と感じたものを、毎日触り続けてみて

ください。いつか、それが自分にとってかけ

がえのない大切なモノになるはずです。

　身近な街路樹や公園にも目を向けてみまし

ょう。1本の樹木が見せる四季の営みのなかに

も、普段私たちが見過ごしている小さな自然

の美しさと不思議に出会えるはずです。時に

は親子で森へ出かけて散歩をしたり、森の空

気を深呼吸したりするだけでも「森って、い

いね～」と共感できるでしょう。そんな経験

を通して生き生きとした感性が育まれると、

それは必ず「なんだろう？ なぜだろう？」と

いう知的な興味や学びにつながります。

このような身近な体験から、人と

木や森とのつながりを考える

心が少しずつ養われていき

ます。木が育つのには何十

年、何百年という時間が

かかり、木材になってか

らもまた同じくらいの時

間を生きることができます。

人間の短いサイクルでこれ

らの自然と共に生きていくため

には、私たち人間に賢さや慎ましさ

が求められるでしょう。

　木育は人の心に木を植える、心の森づくり

のようなもの。木育に決まったスタイルはあ

りません。子どもからお年寄りまで、それぞ

れが「楽しい」「うれしい」と、素直に感じら

れるやり方で木育をはじめてみませんか。

木のタマゴ 
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木の多様な可能性を問う Ⅱ 




